
 
 

 
 
 
「次への一歩」    

 年明けには、能登半島地震や航空機事故など、心を痛めることが多くありました。そのようななか、無事
に３学期の授業を行えていることに感謝する日々です。 
 さて、２月はそれぞれの学年が進級に向けて準備を始める時期です。今年度をふり返り、一人ひとりがが
んばってきたすばらしい自分の姿をたくさん見つけ、そして、次の学年に向けて「こんなふうになりたいな」「こ
んなことができるようになりたいな」という向上心をもってほしいと思っています。 
 先日、大谷翔平選手からのグローブが日方小学校にも届きました。その日、書店で「大谷翔平はこう考
える（ＰＨＰ文庫）」という本を目にし、思わず購入しました。その本の最初のページに次のようなことが書かれ
ていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 日方小学校の子どもたちには、大谷選手のように「自分がやる、挑戦する、という勇気」をもった子に育っ
てほしいと思っています。自分の目標や夢を叶えるためには、失敗もするでしょうし、くじけそうになることもある
でしょう。しかし、何事も勇気をもって踏み出さないと次には進めません。次の挑戦への一歩を踏み出せる
ように、２月は準備をする期間にしてほしいと思います。そして、保護者の皆様、地域の皆様には、一歩を
踏み出そうとしている子どもたちの背中を温かく、そっと押していただければと思っています。よろしくお願いい
たします。                                          校長 伊藤 真由美                          

２月・３月行事予定 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 木 151回開校記念日 
３ 土 節分 
４ 日 日曜参観 立春 
５ 月 振替休業 
７ 水 委員会 学校保健安全委員会 14時 
８ 木 ６年 POP展（～20日まで：ノビノス） 
１０ 土 書初中央展（～11日：古座川町中央公民館） 
１１ 日 ジュニア駅伝 建国記念の日 
１９ 月 スクールカウンセラー来校 
２３ 金 天皇誕生日 冬の美術展（～26日：ノビノス） 
２４ 土 書初作品展（～25日：紀美野中央公民館） 
２６ 月 お別れ集会 

１ 金 登校指導（１年生保護者見守り活動) 
４ 月 （育）本部役員会 
６ 水 委員会 
１１ 月 スクールカウンセラー来校（今年度最終） 
１５ 金 ６年生給食最終日 
１８ 月 卒業証書授与式 
２１ 木 １～５年生給食最終日 
２２ 金 修了式（１１時頃下校） 
２９ 金 離任式 

海南市立日方小学校 校訓 「一生懸命」 

○ひ ろい心○か んがえる力○た くましい体 

No.１０ 令和６年１月２４日（水） 

学 校 だ よ り            

    ひかた 

行事予定について 
２月４日（日）日曜参観

9:35～10:20 ５年生  10:30～11:15  1･2 年生 
 11:25～12:10  3･4 年生 13:00～14:20  ６年生 
 今年度最後の参観日です。子どもたちのがんばる
姿をご覧ください。５年生は、来年度の修学旅行の
日程等をお伝えしますので、参観終了後、５分程度
お残りください。 

２月８日（木）６年生 POP 展
8 日 11 時頃～21 日 15 時頃まで、第４回日方小学

校 6 年生 POP 作品展・コンクールを nobinos ギャラ
リーにて開催します。ぜひご覧ください。 

２月１１日（日）市町村対抗ジュニア駅伝
日方小学校から３名が代表選手として走る予定で

す。皆様、応援よろしくお願いいたします。 

２月２６日（月）お別れ集会
お世話になった６年生への感謝の気持ちを込めて、

1～5 年生が学年毎に歌や言葉を贈ります。 

３月１日（金）１年生見守り活動の日
名札をかけ、ご自宅近くの交差点等で、挨拶運動も

兼ねてご協力をよろしくお願いします。 
 

大谷選手は、「二刀流への挑戦を後押しする」という熱意に押されて日本球界でのプロ入りを決断。 
しかし、投手と打者の両方で主力を目指すという方針に対し、プロ野球評論家や球界関係者からは

連日の激しい批判の声があがる。高校を卒業したばかりの大谷選手にとって、マスコミを通してこうした声
を聞かされるのは大変ではないかと心配した花巻東高校の野球部監督は、大谷選手に電話をかけて、
「大丈夫か。」と尋ねた。 
ところが、大谷選手の返事は「大丈夫です。毎日、楽しくやってますよ。」という意外なものだった。その

理由を大谷選手は、「僕は、全然気にならなかったです。プロをなめているわけでもないし、毎日すごく充
実してますし、やってよかったと思っています。誰もやったことがないと言われてますけど、誰もやったことが
ないからこそ、やってるんですから。」と説明。 
 たいていの人にとって「誰もやっていない」は挑戦をやめる理由になるが、大谷選手にとっては、「だから
こそ、自分がやる」という勇気につながったのだ。 


